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研究成果の概要（和文）：   多くの研究でコーピングの様々な機能について検討されてきた。しかし情動焦点
型コーピングと健康や適応との関係は未だに不明瞭な部分がある。本研究の目的は情動焦点型コーピングの機能
的メカニズムに潜在的・顕在的正負感情がどのような影響を及ぼすかの検討であった。
   要約すると、顕在的正感情の高さは男女ともに特性的情動焦点型コーピングを導く可能性を示唆した。また
潜在的感情価の高さが女性で健康を、そして潜在的・顕在的負感情の高さは女性で特性的情動焦点型コーピング
の低さを導くことであった。対照的に潜在的感情価の高さは状況的情動焦点型コーピングや健康状態とは関連が
みられなかった。今後も検討が望まれる。

研究成果の概要（英文）：      A great amount of research has been examining various functions of 
stress coping. However, the relationships between emotion-focused coping and both health and 
adjustment are still unclear. The purpose of the study was to examine the functional mechanism 
regarding the effects of emotion-focused coping on implicit positive and negative affect (IPA and 
INA) and explicit positive and negative affect (EPA and ENA). 
      Taken together, results showed that higher EPA lead to higher dispositional emotion-focused 
coping and adjustment for men and women. Moreover, it was revealed that higher implicit affectivity 
(i.e., higher IPA and INA) lead to healthier status for women, and that higher INA and ENA lead to 
lower dispositional emotion-focused coping for women. In contract, higher implicit affectivity was 
not associated with situational emotion-focused coping and health status. The present findings will 
need re-examinations in future research.

研究分野：心理教育科学

キーワード： ストレス・コーピング　潜在的・顕在的感情

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　ストレスへの対処方法には様々な方略がある。先行研究では、ストレスの原因となる問題そのものへ向かう対
処方法である、問題焦点型コーピングが健康や適応を促進する結果が多く確認されている。一方でストレスによ
って生じる感情への対処方法である情動焦点型コーピングへの知見は混乱している状況にある。
　現実場面では、問題解決に向かうことが容易な場面ばかりではないことが予想される。情動焦点型コーピング
がどのような状況下で機能的に働くのかを検討することは、ストレス社会と言われる現代社会において、私たち
とストレスとのつきあい方を広げる一助となることが期待される。



様 式 Ｃ－１９,Ｆ－１９－１,Ｚ－１９,ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
ストレス・コーピング研究は，Folkman & Lazarus(1980)による問題焦点型コーピング

(problem-focused coping)と，情動焦点型コーピング(emotion-focused coping)の分類をベース
に研究が発展した。前者のコーピングの使用は，その後の健康状態を促進させることが明らか
となっている(e.g.，Amirkhan，1990)。一方，情動焦点型コーピングは問題焦点型コーピング
に比べ，健康に対し，非機能的な対処方略であることが示されてきた(e.g. Endler & Parker, 
1990)。 
しかし 2000 年に入り，情動焦点型コーピングの肯定的な知見も提供されている。例えば，

Stanton et al.(1994)は，このコーピングが健康や適応へ非機能的と称される原因の一つに，既
存の情動焦点型コーピングを測定する尺度項目がストレス反応と交絡する問題を持つことを実
証的に示した。その後，彼女らはこの問題点を改善した尺度(Emotional Approach Coping 
Scales: EAC)を開発した。この尺度は感情処理(emotional processing)と感情表出(emotional 
expression)の２因子で構成されている。EAC を用い健康や適応への影響を検討した結果，例
えば感情表出によるコーピングが，女性において抑うつなどの変数と負の相関，男性において
も生活満足感と正の相関を導くなど，情動焦点型コーピングの機能的側面を示している
(Stanton et al., 2000)。筆者も，Stantonらと同様に，交絡の問題を考慮した尺度を開発し(内
田・山崎, 2006, 2007)，検討を行った。その結果，機能的側面として，感情表出によるコーピ
ングが他者へ自分の困難な状態を伝えるシグナリング機能を有する点を明らかにした。一方で，
非機能的側面として，同コーピングが抑うつを高める結果を導き(内田・山崎, 2006, 2008, 2013)，
研究知見は更に混迷している。 
近年，感情の機能については，意識下にある感情の機能が強調され，その一部はインプリシ
ット感情(implicit affect: IA)として測定され始めている(Quirin et al., 2009)。そして，エクス
プリシット感情(explicit affect: EA)のみでは明らかにされなかった知見や，両感情の相互作用
が健康・適応に及ぼす影響が明らかにされつつある(e.g., Quirin & Lane, 2012)。筆者もこれま
で情動焦点型コーピングの機能・非機能的側面に関する基礎的な研究とともに，小学校におけ
る予防教育プログラムの効果測定用として，児童用のインプリシット感情(IA)測定ツールの開
発に着手してきた(内田他, 2014, 2016)。近年，インプリシットな心的特徴の研究は盛んに行わ
れている。インプリシット感情(IA)について，Quirin et al. (2009)は，感情的経験の認知的表
象の自動的賦活であると定義している。感情の前概念的表象とも呼べ，基本的には前意識にお
いて機能していると想定されるものである。 
さて，情動焦点型コーピングに関する新たな検討を行う場合，この IA がひとつのキーとな
るのではないだろうか。なぜならば，問題焦点型コーピングがストレッサへ直接的に働きかけ
る類のコーピングである一方で，情動焦点型コーピングは，ストレッサによって生じた感情の
コントロールを試みる類のものである。そして，そのターゲットとなる感情は，エクスプリシ
ットな感情(EA)ではあるが，EAは IAの一つの表現型に過ぎない。インプリシット，エクスプ
リシット両心的特性の関係は健康・適応面で多様な変動をもたらすことが示唆されており(e.g., 
Jordan et al., 2003)，情動焦点型コーピングが EAを対象とするコーピングである以上，その
背景にある IAの側面を検討する必要がある。つまり, 情動焦点型コーピングにおける研究知見
の混乱も，コーピング適用前の両感情状態をみれば，解決し整理に至る可能性があった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は以下の 4点である。第一に，情動焦点型コーピングの測定ツールの開発を行
う。情動焦点型コーピングに的を絞った尺度は，内田・山崎(2006, 2007)においても開発され
た。当初は先行研究におけるデータ蓄積量の多さから，Stanton らの EAC のうち，感情表出
方略のみに的を絞り尺度開発を行った。しかし，情動焦点型コーピングの機能面を明らかにす
るためには，Stanton らの尺度と同じ形式の測定ツールを開発し，検討する必要があった。そ
こで EACの本邦版を開発し，その信頼性と妥当性の検討を行う。 
第二に，インプリシットとエクスプリシット感情が情動焦点型コーピングに与える影響の横
断的ならびに縦断的検討を行う。ここでは，IAと EA，ならびに情動焦点型コーピングの関係
を明らかにする。感情は IA，EAともにポジティブ，ネガティブの２側面から検討を行う。な
お，横断的，縦断的両アプローチによる検討を試みる。 
第三に，仮想的ストレス状況下におけるインプリシットとエクスプリシット感情が情動焦点
型コーピングに与える影響について検討する。感情は，状態と特性の両様相が存在する。その
ため，ストレス状況下において大きく変動する可能性を持つ。この点を考慮して，仮想的なス
トレス状況下を設定し，ベースラインと比較しながら，IAと EAの変化と情動焦点型コーピン
グの関係が健康・適応に及ぼす影響を検討する。 
第四に，得られた研究成果を元に，情動焦点型コーピングの機能的・非機能的メカニズムに
関するモデルの構築を試みる。IAと EA，情動焦点型コーピング，そして健康・適応の関係に
ついて，情動焦点型コーピングの機能面に焦点を当てた統合モデルの構築を試みる。 
 



３．研究の方法 
 
（１）研究１ 情動焦点型コーピング測定ツール・EAC 特性版の開発を行う。ここでは Stanton 
et al.(2000)の開発した EACの日本語版を開発するが，この尺度は，コーピングを以下の２側
面から捉えることが可能な尺度である。一つ目は，比較的安定したものと捉え，普段のストレ
ッサに対するコーピングを指す特性的コーピング(dispositional coping)，二つ目は特定の時点
や状況に対するコーピングである，状況的コーピング(situational coping)である。２つのアプ
ローチ尺度は，項目は同一で，教示文の変更により作成が可能なものである。２つのアプロー
チ間には健康や適応において，相違が確認されており(Stanton et al., 2000)，情動焦点型コー
ピングの機能的側面を検討する上で，両者の作成が必須となる。まず，研究１では，手始めと
して特性的コーピングの測定が可能な EAC 特性版の開発を行う。教示文は次の通りである。 
“私たちは，みなさんがストレスとなる出来事に直面したとき，どのように考えたり，行動し
ているのかについて興味を持っています。ここで言う「ストレスとなる出来事」とは，あなた
にとって難しいことや困ったことがある状況をさし，イライラしたり，対処するために多くの
努力を払ったりする状況です。ストレスへ対処するための方法は数多くあります。この質問紙
はあなたがストレスとなる出来事を経験したとき，普段行うこと，感じること，そして考える
ことをおたずねするものです。もちろん，経験が違えば対処する方法も異なるかもしれません
が，ストレスを受けているとき，あなたが普段行うことについて考えてください。”回答は原版
と同様の４件法を用い，いつも行う(４点)，ときどき行う(３点)，あまり行わない(２点)，ま
ったく行わない(１点)で求める。 
（２）研究２ 研究１で開発されたEAC特性版を元にEAC状況版の開発を行う。具体的には，
項目は EAC 特性版と同一のものを使用し，教示文のみ今の状況の中で回答者にとって最もスト
レスとなる出来事へのコーピングを問う形式へ変更し，標準化の作業を行う。回答も原版と同
様に，よく行っている (４点)，ときどき行っている(３点)，あまり行っていない(２点)，まっ
たく行っていない(１点)で求める。 
（３）研究３ 混迷する情動焦点型コーピングの機能的側面を明らかにするため，IAと EAが
情動焦点型コーピングに与える影響を横断的に検討する。IA の測定には Quirin et al.(2009)
によって開発された Implicit Positive and Negative Affect Test(IPANAT)の日本語版（下田他, 
2014）を，EAの測定には Positive and Negative Affect Schedule (PANAS)の日本語版(佐藤・
安田，2001)を使用する。情動焦点型コーピングには先に開発された EAC特性版を使用する。
また，健康変数には大学生での精神的健康問題を鑑み，抑うつを測定し，尺度には CES-D 
(Center for Epidemilogic Studies Depression scale)の日本語版（島, 1998）を使用する。 
（４）研究４ 研究３での情動焦点型コーピングの機能的側面を長期的スパンで検討すること，
ならびにコーピングの特性的・状況的両アプローチ方法による違いを検証するため，短期縦断
的検討方法に移る。測定尺度は，情動焦点型コーピングには研究２で開発された EAC 特性版
ならびに状況版を，IAの測定には IPANATの日本語版を，EAの測定には PANASの日本語版
を，健康変数には抑うつ測定のため CES-D の日本語版（島, 1998）を使用する。縦断的検討
は３ヶ月以上の期間を空けることが一般的であるが，今回は検討の手始めとして短期縦断的検
討とし，その期間は１ヶ月間とする。 
（５）研究５ 仮想的ストレス状況を設定し，その状況下において IA と EA の変動が情動焦
点型コーピングに与える影響を検討する。仮想的ストレス状況としては，応募者の大学院での
授業内において，予告のない小テストを実施し，授業のオリエンテーションならびに小テスト
実施後に，IPANAT，PANASと EAC状況版の測定を行う。なお，実験にともなうインフォー
ムドコンセントへの配慮としては，授業のシラバスには授業内に研究を目的とした評価等が行
われる旨を記載し，オリエンテーション時にも説明を行う，研究後には授業内で研究目的など
の説明を行う。 
（６）研究６ これまでの研究結果の総括として，情動焦点型コーピングが機能的・非機能的
に働くメカニズムに関するモデルの構築を試みる。IAと EAの状態が，いかにエクスプリシッ
トな感情へのコーピングに影響するのか，この点を中心に整理し，モデルを構築したい。 
 
４．研究成果 
 
（１）情動焦点型コーピング測定ツール・日本語版 EAC（特性版と状況版）の開発 
情動焦点型コーピングの機能的側面を検証するため，日本語版 EAC を開発した。まず，手
始めとして特性版の開発を行った。検討の結果，原版と同様に感情処理と感情表出の２因子が
抽出され，因子的妥当性，内的整合性，安定性と弁別的妥当性ならびに感情表出の併存的妥当
性が示された。精度高く作成された本尺度は情動焦点型コーピングが健康や適応へ与える影響
について，歪みの少ない知見の提供に寄与するだろう。しかし，より精度の高い査定道具を目
指し，標準化の精度を高める必要がある。たとえば，感情処理は妥当性について因子的ならび
に弁別的妥当性の検討のみにとどまった点である。併存的妥当性実施を見送ったのは，妥当な
測定尺度がなかった為であった。今後は，たとえば他者評定法や実験等の手法を用いた，更な
る検討が必要である。 
次に，状況版の開発を行った。検討の結果，原版ならびに特性版と同様に感情処理と感情表



出の２因子が抽出され，因子的妥当性，内的整合性が確認され，尺度が完成した。ただし，構
成概念妥当性については課題が残される結果となり，今後の検討が必要となった。 
（２）インプリシットとエクスプリシット感情が情動焦点型コーピングに与える影響の横断的
ならびに短期縦断的検討 
 インプリシット正負感情(implicit positive affect: IPA, implicit negative affect: INA)やエク
スプリシット正負感情(explicit positive affect: EPA, explicit negative affect: ENA)が情動焦点
型コーピング使用や適応に与える影響の予測因となるのかを検証するため，横断的な検証を行
った。検証の結果，高い EPAは男女ともに特性的な情動焦点型コーピングや適応を，高い ENA
や INA は女性において抑うつを導くことが示唆された。さらに，感情価の高さ，つまり IPA
と INAの高さは，女性において健康を導くことが示唆された。この結果は，Uchida et al.(2016)
における感情価の高さが児童の学校適応状態を高めた知見を支持する結果となった。 
 次に，このモデルをベースに，短期縦断的検討を行った。検討の結果，ENA が高いとき，
状況的な情動焦点型コーピング（感情処理）は抑うつを高めた。また，横断的なモデルとは異
なり，感情価の高さと後の健康状態との関連は確認されなかった。この原因として，横断的モ
デルでは普段使用しているコーピングを問うものであったのに対し，短期縦断的モデルでは，
対象とするストレスが最近，つまりある一時点に対するコーピング方略の使用を問うものであ
ったことによる結果の違いがあった可能性もある。ストレスの内容や持続性は各個人によって
異なるため，たとえ縦断的モデルの期間が一ヶ月間という短期であったとしても，その検出は
微細なものである可能性が考えられた。よって，次の研究ではストレス状況を一定とした上で
検証を行った。 
（３）仮想的ストレス状況下におけるインプリシットとエクスプリシット感情の変動が情動焦
点型コーピングに与える影響 
 最後に，小テストという仮想ストレス状況下において，IAと EAの変動が情動焦点型コーピ
ングにどのような影響を与えるのかについて検証した。T1の各感情が T2のコーピングへどの
ような影響を与えるのかを確認するため，T1の IPA・INAあるいは EPA・ENAを独立変数，
T2の各コーピング変数を従属変数として重回帰分析を行った。その結果，T1における INAの
高さが T2 の状況的な情動焦点型コーピング（感情表出）を低める結果を確認した。なお，感
情の変動に着目し，T2 から T1 の各感情の差が，T2 でのコーピングに与える影響も同様に確
認したが，有意な回帰係数は確認されなかった。ただし，この研究では各変数において T1 と
T2との間に有意な差がほとんど確認されなかったことから，その介入操作が上手くできていな
い可能性があった。また，今回は介入群のみの検証であったが，本来であれば統制群も設定し
た上での検証を行う必要がある。 
（４）情動焦点型コーピングが機能的メカニズムに関するモデル構築の試み 
 以上の結果を踏まえ，情動焦点型コーピングが機能的に働くメカニズムを探った。まず，普
段の日常一般的場面においては，潜在的感情価の高さ，つまり IPA と INA 両感情の高さが女
性において健康を促進していた。EPA の高さが情動焦点型コーピングや適応の高さを予測し，
かつ EPAと IPA，ENAと INAに低い相関があったことを加味すると，潜在的感情価の高さと
特性的情動焦点型コーピングは特に女性において何らかの関係性を持つ可能性は否定できない。
ただし，状況的な場面においては，個人によってその法則が異なる可能性を持ち，一律のモデ
ルを呈示することは困難であることが予想される。ただし，今回の一連の研究において，EAC
の状況版は特性版に比べ，標準化の精度が低いことは否めず，今後はツールの精度を高めた上
での，さらなる検証が必要であろう。 
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